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のいじめ体験にいて考察してみよう。その際、メディア・リサーチバンクが 2006 年 10 月
に行った「いじめ問題」に関する調査をはじめ、他の調査結果との比較も試みることにし
たい。ちなみに、メディア・リサーチバンクのいじめ調査の対象者は、全国の 12～14 歳の
























































































































































































































 2011年 10月、自殺の原因究明のために全校生徒 860 人を対象にアンケートが行われた。 
・ 日常的に暴言、暴力を行う。 





























10月 8日 被害者生徒の部屋が荒らされていた。 
10月 10日 被害者生徒が「ぼく死にます」と加害者生徒に電話。 
10月 1１日 午前８時ごろ、被害者生徒がマンションで転落死。遺書はなし。 
10月 13日 遺族が中学校と大津市教育委員会に対し、在校生を対象にしたアンケー
トの実施を求める。 
10月 19日 中学校が全校生徒を対象にアンケートを実施。 
10月下旬 大津署が遺族からの被害届け受理を拒否 
 
11月 2日 大津市教委が緊急記者会見。いじめと自殺の因果関係は不明と発表。 
11月下旬 大津市教委が調査を打ち切る。 
2012年 
2月 24日 遺族が市と加害者３人に 7,720万円の損害賠償を求め大津地裁に提訴。 
5月 22日 第１回口頭弁論。大津市は「いじめにより自殺」を全面否定。原告側にい
じめの日時や場所を特定するように求める。 
７月 14日 中学校で実施したアンケートが公表される。 
7月 17日 第２回口頭弁論。 
7月 18日 大津署で加害者生徒３人を刑事告訴。 
容疑は暴行罪、恐喝罪、脅迫罪、強要罪、窃盗罪、器物破損容疑罪。 
8月 14日 京都府警が京都に転校した加害者生徒 Aを傷害容疑で書類送検。 
8月 15日 大津市教委・澤村教育長が襲撃される。 
9月 18日 第３回口頭弁論。 
11月 27 第４回口頭弁論。加害者側は裁判で一貫していじめを否認。 



































（1）文部科学省の「いじめ調査」（平成 23度） と「いじめ」の定義 












































1985 年 11 月のある朝、鹿川君のお葬式ごっこを、クラスをも巻き込んで行った。担任を
含む 4 人の先生達までも、単なるおふざけと思い、乞われるままに色紙に弔辞を書いたそ










いじめが絶対に悪いという世論が決定づけられたといえるのは、そのほぼ 10 年後の 1994
年、愛知県の中学 2 年生の大河内君が、仲間内から日常的に多額の金銭を脅し取られたこ
とを苦に自殺した事件だったろう。いじめによる自殺については、1985 年、1995 年と 2005
年と、ほぼ 10 年おきに大きなピークがある。なぜ 10 年おきなのかは不明だが、下表に示
すように、その都度文部科学省もいじめの定義を変えている。 
 
     表：文部省／文部科学省によるいじめの定義の変遷 
 


































































































































































































































――4歳児が死亡 両親を逮捕 母親には准看護師資格―― 
・ この事件は、愛知県豊橋市の元派遣社員・加藤和久容疑者（48 歳）と妻の陽子容疑者
（39 歳）が、長女の杏奈ちゃん（4 歳）を病院に連れて行かないなど放置した疑いで逮
捕されたもので、杏奈ちゃんは今月 20 日に死亡した。（2012 年 9 月 23 日 TBS） 
・ 母親の陽子容疑者（39 歳）が准看護師資格を持っていることが 23 日、県警への取材で
分かった。（2012 年 9 月 24 日「読売新聞」） 
・ 杏奈ちゃんが著しく衰弱したとみられる期間に、毎月 2 万円の児童手当や子供手当を受
給していたことが、市への取材で分かった。杏奈ちゃんは 2011 年 12 月に風邪を引き、











・ 2010 年 8 月に東京都杉並区の自宅で里子として養育していた保育園児の渡辺みゆきち
ゃん当時（3 歳）を虐待して死亡させたとして、警視庁捜査 1 課は 20 日、傷害致死容
疑で、声優の鈴池静容疑者（43 歳）を逮捕した。 
・ 逮捕容疑は 8 月 23 日夜、同区成田東 1 丁目自宅で、みゆきちゃんの顔や体を殴るなど
して暴行し、急性脳腫瘍により死亡させた。 
















・ 2006 年 8 月 19 日に発覚した埼玉県における民間児童養護施設で、女性保育士が 10 代
の入所少年に行った性的事件である。 
・ 埼玉県は同施設で複数の職員が身体的虐待を加えていた事も確認している。 
・ 同時期に入所していた 10 代の少女が男性指導員に性的暴行を受け、施設法人は男性指
導員を 2005 年に懲戒解雇していたことが判明した。 
・ 埼玉県の「県こども安全課」によれば、女性保育士は 2004 年から 2005 年にかけ、少
年を自宅に呼び出すなどの行為を行って性的関係を持った。別の男女職員 2 人も女性職
員が少年と会う手助けをした。 
・ この加害者になった男性職員は 2004 年 3 月に自宅で少女に強要した。2005 年 3 月に
は、男性職員に手錠や玩具などを使う事を要求され、少女は逃げ出した。この事件は、









































37 件 47 人、心中以外の虐待によ
って子どもが死亡した事例は 45
件で、該当児童は 51 人であった。



























母親による虐待が 3 分の 2 を占めている要因
は、日本の子育てが、ほとんどお母さん任せに
なっていることからきているものと思われる。 




































・イライラしていた     →４１．３％ 
・精神的に疲れていた    →２４．８％ 
・配偶者に不満があった   →１４．６％ 
・酒を飲んで酔っていた   →１４．３％ 
































    …自分の子どもに虐待をしてしまう。 
    …人への信頼関係が持ちにくい。 









































































































































































































































































保健機関 ― 学校・教育委員会 ― 民生・児童委員 ― 保育所 ― 民間団体 ― 






















































































































































































































人物 男 女 
保育園・幼稚園教諭 38.0％ 48.6％ 
中学・高校教諭 9.5％ 13.1％ 
両親 14.2％ 24.4% 
友人 9.5％ 9.2％ 
理由 男 女 
保育園や幼稚園の体験 8.5％ 30.2％ 
子どもと遊ぶのが好き 16.6％ 52.6％ 
職場体験 42.8％ 26.3％ 
学校教師との面談 9.2％ 3.9％ 
























えた A 子は、晴れ晴れした笑顔で決意表明した。 





























こうした傾向は、「13 歳のハローワーク 人気職業ランキング(2012.年 11 月 1 日～11 月
30 日)」http://www.13hw.com/jobapps/ranking.html(2012.12.20)にも記されていて、そ
こでは、第 1 位＝ナニー(ベビーシッター)、第 2 位＝プロスポーツ選手、第 3 位＝パティシ
エ、第 4位＝傭兵、第 5位＝保育士、第 6位＝看護師、第 7位＝ファッションデザイナー、




























































































































男（3737人） 5.7 11.8 2.6 2.4 4.8 4.1 2.2 8 12.1 3.2 7.5 0.2 0.8 11 21.2
女（3480人） 3.9 2 5.5 0.9 20.9 0.3 6.8 9.3 8.4 0.6 0.5 0.3 0.9 18.8 18.8
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『西日本新聞』（2011 年 1 月 19 日）に、「非行少年 70 人雇用 おじさんは信じてるよ 野
口義弘さん（67）」という見出しで次の記事が掲載されていた。 




























































































国世論調査（2012 年 3 月 21 日）の結果を比較し、若干の考察を行なうことにしよう。 
 
 ＊『朝日新聞』の調査方法 
    全国の有権者から 3 千人を選び、郵送法で実施した。層化無作為２段抽出法。全






















選ぶ。2 月 8 日に調査票を発送し、3 月 16 日までに届いた返送総数は 2362。無記入
の多いものや対象者以外の人が回答したと明記されたものを除いた有効回答は 2308。
回答率は 77%。 
 有効回答の男女比は男 46%、女 53％、無記入 1％。年代別では 20 代 11％、30 代



















































































































































































































































































































・宝仙生の場合、第 1 位が「友人・知人」（75％）、第 2 位が「親・祖父母」（47％）、
第 3 位が「その他の家族」（15％）、第 4 位が「親戚」（41％）、第 5 位が「恋人」（13％）、
第 6 位が「有名人」（19％）、第 7 位が「歴史上の人物」（13％）である。 





























































































































  男子 女子 合計 
保育士 50 44 48 
幼稚園教諭 25 32 31 
児童養護施設職員 25 8 8 
他の社会福祉施設職員 0 6 5 




























（滋賀県／地方版）2012年 3月 20日 
・「いじめ、止めるために教師は」『朝日新聞』2012年 7月 18日 
・伊藤茂樹「ニュースの本棚 いじめ」『朝日新聞』2012 年 9月 9日 
・大野更紗「日本型福祉の終り」2012年 4月 15日 
・「震災から 1 年 本社世論調査」『朝日新聞』2012年 3月 21日 
・「「施設」を巣立つ① いま子どもたちは No.276」『朝日新聞』2012年 4月 25日 
・「大学生、友人よりも勉強」『朝日新聞』2012年 12 月 7日 

















・「大阪２幼児虐待死 相談センターに抗議殺到‐性的報道‐sexual グループ」 
http://sexual.g.hatena.ne.jp/cantake/20100803/p2（2012.11.12） 
・「【大津】中 2いじめ自殺事件まとめ @ ウィキ 現在までの流れ」 
http://www48.atwiki.jp/tukamarosiga/pages/161.html(2012.12.20) 
・「大津市中 2 いじめ自殺事件」 
http://ja.wikipedia.org/wiki/(2012.12.20) 
・「「家族」「虐待」から日本を考えるシリーズ 初め - 進化する魂」 
http://blog.goo.ne.jp/advanced_future/e/7f964524fa413de025bcb65d33ab8eec
（2012.10.07） 


























・杉森伸吉「[いじめの構造] 第 1回 いじめの定義と変化」（2012.4.20） 





 http://angel-npo.org (2012.12.10) 
・「はてなキーワード＞人権侵害」 
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%BF%CD%B8%A2%BF%AF%B3%B2(2012.12.15) 










































① よく遊ぶ友達  ② ときどき話す友達  ③ ほとんど話したことがない子 
④ ほとんど知らない子  ⑤ その他（            ） 
（３）（(１)で①～④に○をつけた人に〉先生はどのように対応しましたか。（複数回答可） 
  ① 先生は「いじめ」をなくそうとした  ② 先生は何もしてくれなかった 
③ 先生は知らなかった    ④その他 （           ） 
（４）（(１)で①～④に○をつけた人に）時期はいつでしたか。（複数回答可） 
  ① 幼稚園や保育園の時期    ② 小学校時代    ③ 中学校時代 
④ 高校時代    ⑤ 大学時代    ⑥ その他 （        ） 
（５）（(１)で①～④に○をつけた人に）どのようなことが行なわれましたか。（複数回答可） 
  ① 無視･仲間はずれ  ② 冷やかし・からかい  ③ 言葉での脅し    
④持ち物を壊したり、隠したり行為  ⑤暴力   ⑥金品などを奪う行為  
⑦ その他（       ） 
（６）（(１)で①～④に○をつけた人に）いじめを受けた際に、誰かに相談したことがあります
か。（複数回答可） 
  ①相談したことはない  ②両親   ③友達   ④先生   ⑤兄弟姉妹 
51 
 
⑥ 祖父母   ⑦親せき   ⑧その他（    ） 
（７）（すべての人に）学校の「いじめ」はどの方向にむかっていくと思いますか。 





   ①ある     ②ない  
（２）（「ある」と答えた人に）場所はどこでしたか。（複数回答可） 
  ①家庭  ②幼稚園  ③保育所  ④学校  ⑤福祉施設  ⑥登下校途中 
⑦街頭  ⑧職場やバイト先   ⑨その他（      ） 
（３）（「ある」と答えた人に）受けたのはどのような人でしたか。（複数回答可） 
   ①家族  ②親戚  ③友人  ④顔見知り  ⑤見知らぬ人   
⑥その他(     ) 
（４）（「ある」と答えた人に）受けたのはどのような年齢層でしたか。（複数回答可） 
   ①幼児  ②小学生  ③中学生  ④高校生  ⑤成人  ⑥老人 
（５）（「ある」と答えた人に）虐待の内容はどのようでしたか。（複数回答可） 
   ①保護の怠慢・拒否  ②身体的虐待  ③心理的虐待  ④性的虐待  
⑤その他 （      ） 
（６）（「ある」と答えた人に）性別はどうでしたか。 
   ①男性   ②女性   ③その他（   ） 
（７） (すべての人に)どこからが虐待だと思いますか。 






  ①強まっている   ②弱まっている    ③変わらない 
（２）あなたは近所の人との付き合いはありますか。 
①仲が良い  ②少し話したことがある   ③挨拶をかわすのみ  
④まったく関わりがない 
（３）「日本社会」の絆はどうですか。 
   ①強まっている   ②弱まっている    ③変わらない 
（４）今後、絆を深めていきたいと思うのはどれですか。（複数回答可） 
①家族   ②親戚   ③友人や知人   ④近所の人や地域社会  
52 
 
 ⑤学校や職場   ⑥日本社会 
（５） 心の支えになっている人はいますか。 
① いる    ②いない 
（６）（「いる」に○をつけた人に）その人はだれですか。 
①親や祖父母   ②そのほかの家族   ③親せき   ④恋人  ⑤友人や知人   




①はい      ②いいえ 
（２）（「はい」に○をつけた人に）いつ頃、通っていましたか。（複数回答可） 
①幼稚園・保育園の園児   ②小学生   ②中学生   ③高校生  
（３）（すべての人に）最近、英才教育の早期化が進んでいます。どう思いますか。 
①賛成     ②反対    ③どちらともいえない 
その理由を答えてください。 （                   ） 
（４）（すべての人に）あなたの小学生の頃、将来なりたかった職業はなんですか。 
① 保育士・幼稚園教諭    ② その他（          ） 
（５）(②に○をつけた人に)いつ頃、保育・幼児教育の道に進もうと思いましたか。 
①小学生  ②中学生  ③高校生  ④その他（     ） 
（６）（すべての人に）保育・幼児教育の道に進もうと思ったきっかけを作った人物はだれです
か。（複数回答可） 
① 保育園・幼稚園の先生  ②中学・高校の先生  ③両親  ④友人 
⑤ その他（      ） 
（７）（すべての人に）保育・幼児教育の道に進もうと思ったきっかけは何ですか。 
  ①保育園や幼稚園の体験  ②子どもと遊ぶのが好き  ③職場体験  
④学校教師との面談  ⑤親や家族との会話  ⑥その他（      ） 
（８）（すべての人に）大学卒業後、あなたがつきたい職業は何ですか。 
①保育士  ②幼稚園教諭  ③児童養護施設の職員  ④他の社会福祉施設の職員  
⑤その他（          ） 
（９）（すべての人に）あなたが「大切なこと」だと思うことはどれですか。（複数回答可） 
①健康  ②友達がたくさんいる  ③夢を持っている  ④家族で仲良く生活する 
⑤特技がある  ⑥安定した仕事  ⑦お金がたくさんある ⑧勇気を持っている 
⑨勉強ができる  ⑩人の嫌がることを進んでやる  ⑪その他（       ） 
（10）（すべての人に）いまの生活にどの程度満足していますか。 





①とても幸せ  ②やや幸せ  ③あまり幸せでない  ④まったく幸せでない 
（12）（すべての人に）いまの日本は、まじめに努力すれば報われる社会だと思いますか。 
  ①報われる社会だ    ②そうは思わない 
（13）（すべての人に）誰でも努力すれ夢は叶うと思いますか。 
①そう思う   ②そうは思わない（理由：                ） 
（14）(すべての人に)あなたの大学での生活は楽しいですか。 
  ①非常に楽しい ②楽しい ③普通 ④楽しくない ⑤まったく楽しくない 
  その理由を教えてください。（                   ） 
（15）(すべての人に)あなたはこの大学に満足していますか。 
  ①大いに満足  ②満足  ③普通  ④不満  ⑤大いに不満 
  その理由を教えてください。（                   ） 
（16）(すべての人に)あなたは、少なくとも人並みには、価値のある人間だと思いますか。 































①女性 78% 0 76 76 




















①いじめを受けたことがある 44% 8 35 43 
②いじめに参加したことがある 23% 5 17 22 
③直接手は下さないが、観衆として
ふるまったことがある 
29% 6 22 28 
④見ないふりをして、かかわらなか
ったことがある 
51% 13 36 49 
⑤いじめを受けたことも、したこと
も、見たこともない 






①よく遊ぶ友達 34% 4 29 33 
②ときどき話す友達 48% 14 33 47 
③ほとんど話したことがない子 33% 7 25 32 
④ほとんど知らない子 10% 3 7 10 








①先生は「いじめ」をなくそうとした 40% 7 32 39 
②先生は何もしてくれなかった 27% 7 19 26 
③先生は知らなかった 36% 5 30 35 
④その他(自由記述) 7% 2 5 7 
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①幼稚園や保育園の時期 2% 0 2 2 
②小学校時代 52% 12 38 50 
③中学校時代 64% 12 50 62 
④高校時代 21% 3 17 20 
⑤大学時代 3% 0 3 3 
⑥その他(自由記述) 1% 0 1 1 







①無視･仲間はずれ 72% 11 59 70 
②冷やかし・からかい 48% 14 33 47 
③言葉での脅し 27% 8 18 26 
④持ち物を壊したり、隠したり行為 23% 4 18 22 
⑤暴力 14% 9 5 14 
⑥金品などを奪う行為 4% 1 3 4 































①相談したことはない 32% 10 21 31 
②両親 19% 3 15 18 
③友達 29% 3 25 28 
④先生 15% 3 12 15 
⑤兄弟姉妹 3% 0 3 3 
⑥祖父母 0% 0 0 0 
⑦親せき 1% 0 1 1 








①少なくなっていく 2% 1 1 2 
②ひどくなっていく 39% 14 24 38 
③無くなっていく 1% 0 1 1 














































①強まっている 29% 5 23 28 
②弱まっている 34% 7 26 33 




①仲が良い 35% 7 27 34 
②少し話したことがある 27% 7 19 26 
③挨拶をかわすのみ  31% 6 24 30 
④まったく関わりがない 6% 1 5 6 
(3)「日本社会」の絆は
どうですか。 
①強まっている 10% 4 6 10 
②弱まっている 60% 13 45 58 




①家族 61% 9 50 59 
②親戚 41% 8 32 40 
③友人や知人 90% 20 67 87 
④近所の人や地域社会  37% 7 29 36 
⑤学校や職場 59% 14 43 57 
⑥日本社会 14% 1 13 14 
(5)心の支えになって
いる人はいますか。 
①いる 88% 17 68 85 




①親や祖父母 47% 8 38 46 
②そのほかの家族 15% 1 14 15 
③親せき 10% 3 7 10 
④恋人 13% 2 11 13 
⑤友人や知人 75% 15 58 73 
⑥有名人や芸能人 19% 1 17 18 
⑦歴史上の人物 3% 1 2 3 
⑧その他(自由記述) 2% 0 2 2 
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①はい 92% 19 70 89 





①幼稚園・保育園の園児 5% 1 4 5 
②小学生 45% 10 34 44 
③中学生 81% 16 63 79 





①賛成 23% 4 18 22 
②反対 20% 5 14 19 





















①保育士・幼稚園教諭 39% 5 33 38 

























①小学生 11% 3 8 11 
②中学生 23% 2 20 22 
③高校生 42% 14 27 41 








①保育園・幼稚園の先生 46% 8 37 45 
②中学・高校の先生 12% 2 10 12 
③両親 25% 3 21 24 
④友人 9% 2 7 9 














①保育園や幼稚園の体験 30% 6 23 29 
②子どもと遊ぶのが好き 56% 14 40 54 
③職場体験  30% 9 20 29 
④学校教師との面談 5% 2 3 5 
⑤親や家族との会話 13% 1 12 13 




























①保育士 60% 15 43 58 
②幼稚園教諭 39% 7 31 38 
③児童養護施設の職員 10% 2 8 10 
④他の社会福祉施設の職員 6% 0 6 6 










①健康 82% 15 65 80 
②友達がたくさんいる 58% 15 41 56 
③夢を持っている 67% 13 52 65 
④家族で仲良く生活する 65% 11 52 63 
⑤特技がある 34% 10 23 33 
⑥安定した仕事 54% 10 42 52 
⑦お金がたくさんある 35% 4 30 34 
⑧勇気を持っている 45% 10 34 44 
⑨勉強ができる 19% 1 17 18 
⑩人の嫌がることを進んでやる 22% 7 14 21 







①大いに満足 13% 1 12 13 
②ある程度満足 64% 13 49 62 
③あまり満足していない  15% 7 8 15 
④まったく満足していない 3% 0 3 3 
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①とても幸せ 22% 2 19 21 
②やや幸せ 59% 12 45 57 
③あまり幸せでない 12% 6 6 12 





①報われる社会だ 36% 4 31 35 
②そうは思わない 




①そう思う 67% 11 54 65 














①非常に楽しい 25% 3 21 24 
②楽しい 47% 15 31 46 
③普通 24% 3 20 23 
④楽しくない 4% 0 4 4 











































①大いに満足 10% 1 9 10 
②満足 30% 12 17 29 
③普通 47% 7 39 46 
④不満 11% 1 10 11 























①そう思う 11% 2 9 11 
②ややそう思う 25% 4 20 24 
③どちらともいえない 42% 11 30 41 
④それほど思わない 9% 2 7 9 












































































                （３） 
2012 年度の高津ゼミの第２のエポックは、上述のテーマ設定にかかわるアンケートの
計画と実施にあった（資料：アンケート用紙、参照）。概要を示せば、次のようになる。 
・テーマ  「いじめ・子ども虐待・希望」に関する調査 
・調査日   2012年 7月 20日（「健康スポーツ実技」の最終日に実施） 
・対象者   こども教育宝仙大学 1年生 
















































じめに関する調査」（2012）、(2)Benesse 教育研究開発センター「第 2 回 子ども生活実態
基本調査（速報版）」（2010）、(3)「震災から 1年 本社世論調査」『朝日新聞』（2012）。そ
れらの調査と、私たちの調査とでは、インフォーマントの世代や属性が必ずしも一致しな

































草野清風    第Ⅱ章第 2節第 1項      
熊谷 隼    第Ⅱ章第 4節第 2項、はじめに     
黒川奈津希   第Ⅱ章第 2節第 2項 
黒木絢子    第Ⅱ章第 4節第 1項     
黒沢華那    第Ⅱ章第 2節        
郡司 絢    第Ⅱ章第 2節 
肥沼 剛    第Ⅰ章第 1節         
高津 勝    あとがき          
河野春菜    第Ⅲ章第 1節、表紙デザイン 
小甲郁恵    第Ⅰ章第 3節第１項     
小上馬 舞   第Ⅱ章第 1節     
小谷 拓    第Ⅰ章第 3節第 2項     
小松大介    第Ⅲ章第 2節第 2項     
斉藤 蘭    第Ⅲ章第 2節第 1項 
佐伯みこと   第Ⅲ章第 1節        
坂田帆奈美   第Ⅲ章第 3節        
櫻木けいと   第Ⅰ章第 2節 
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